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１．概要（Summary） 

当研究室では，生体機能を制御するデバイス開発に取

り組んでおり，そこで利用するマイクロ電極を作製するた

め，共同開発センターを利用している．本年度は，マイク

ロスケールのメッシュ電極および，伸縮可能なアンテナコ

イルの開発に取り組んだ．また，ナノストローメンブレンの

ためのエッチング加工にも取り組んだ． 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】  

電子ビーム描画装置，マスクアライナ，スピンコーター，

スパッタ装置，リアクティブイオンエッチャー，走査型電子

顕微鏡． 

【実験方法】 

電子ビーム描画装置を用いて，波型アンテナ・メッシュ

電極用のフォトマスク作製を行った．その後，マスクアライ

ナを用いてレジストにパターニングを行い，電気メッキを別

の施設で行った後，リフトオフによる電極剥離を行った．

概ね上手くいった． 一方，ナノストローメンブレンの作製

に関しては，予め金無電解メッキを行ったポリカーボネー

ト薄膜を持参し，ITO 溶液を用いた金のケミカルエッチン

グと酸素を用いたドライエッチング(RIE)に取り組んだ．無

電解メッキした金のケミカルエッチングレートは，30 

nm/min 程度であり，ポリカーボネートへのドライエッチン

グは，1 m/min であった． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.1 に波型アンテナ・メッシュ電極の写真を示す．左

図より波型アンテナを作製することができ，かつ伸縮性の

付与に成功した．また，右図から明らかなように，断線お

よび短絡することなくマイクロサイズの金メッシュを作製す

ることに成功した．これにより，電極に透過性を持たせる

ことに成功した．その後，電気化学的に導電性高分子を

重合し，バイオ応用に取り組んだ． 

一方，Fig.2 にナノストローメンブレンの SEM 画像を示

す．ポリカーボネート基板のエッチング後，マイクロスケー

ルの高さを持ったナノストローを作製することに成功し，ま

たその高さを自在に制御することにも成功した． 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Pictures of Au wave antenna (left), and Au  

mesh electrode (right). 

 

Fig. 2 SEM image of Au nanostraw membrane. 
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